
第 44 回自然史標本データ整備事業による標本
情報の発信に関する研究会
「自然史博物館の画像公開を考える：実務とシステムの
両面から」

2025年2月23日（日） 13 時 00 分～ 16 時 30 分

主催：国立科学博物館
共催：大阪市立自然史博物館
協力：NPO 法人西日本自然史系博物館ネットワーク

注意事項
・可能であれば、ご自身の名前を正しくご表示ください。
・発言時以外はマイクとビデオをオフにしてください。



お願い
• 可能であれば、ご自身の名前を正しくご表示ください。

下部のタスクバーで[参加者]をクリックして[参加者]ペインを開き、参加者

名の右側をクリックし、[名前の変更]を選択して名前を変更します。

• 発言時以外はマイクとビデオをオフにしてください。

画面の下にマウスを動かすと、下のタスクバーが表示されます。タスク

バーの［ミュート］および［ビデオの停止］をクリックし、マイクをミュートに、

カメラをオフにすることができます。

• 質問は［チャット］でお知らせください。

「送信先」から「全員」を選び、「ここにメッセージを入力します・・・」に入力

して送信してください。

• 参加者側での録音・録画はご遠慮ください。

発表資料は研究会終了後に公開予定です。

• 本研究会についてのアンケートへの協力をお願いいたします。

詳細は最後にお知らせいたします。



イントロダクション

国立科学博物館

標本資料センター

神保 宇嗣

第44回S-Net研究会
2025.2.23



生物標本
＝ある生物がいつ、どこにいたかを示す物的証拠
＝さまざまな形で利用できる資源



膨大な標本の蓄積

モノ＝標本としての
利活用

コト＝情報としての
利活用



標本のデジタル化

標本・資料の情報をパソコン等で入力
コンピュータを通じて利用可能な形にする

標本ラベル
（名称・採集日・収蔵場所等）

写真撮影
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サイエンスミュージアムネット
(S-Net)

• 国立科学博物館が運営す
る自然史系標本データの
共有ネットワーク

• 博物館・研究所など100以
上の機関

• 約780万件の標本等データ
（2025年2月現在）

• 他のデータベースとの共有

https://science-net.kahaku.go.jp/



「ミヤマカラスアゲハ」を検索



生物多様性情報とは？

• 分類群に関する情報（種名、上位分類群…）

• 分布に関する情報（標本、観察データ…）

• 種に関する情報（特徴、分布…）

• マルチメディア（画像、動画、音声…）

• 塩基配列（DNAバーコード…）

おもに「種の多様性」に関するデータ
分類学的な情報が中心



日本生物多様性情報イニシアチブ（JBIF）
• 日本の生物多様性データを国内外に発信

• 国立科学博物館・国立遺伝学研究所・国立環境
研究所が運営を担当

– 文部科学省ナショナルバイオリソースプロ
ジェクト(NBRP)の補助を受ける

https://nbrp.jp/https://gbif.jp/



地球規模生物多様性情報機構
Global Biodiversity Information Facility (GBIF)

• 生物多様性情報を誰でも利用可能にするための国際
組織とそのデータ基盤

• 30.8億件の標本・観察データを集積（2025年2月現在）

• JBIFが収集したデータはGBIFに提供され国際的に公開
→科学的研究・保全に関する活動に利用

https://www.gbif.org/ja/

GBIFウェブサイト（日本語版）

https://gbif.jp/datause/stat/

データを利用した査読付き論文数



• コンテンツ（アナログ・デジタル）

• プレビュー（サムネイル等）

• メタデータ（コンテンツに関するデータ）

デジタルアーカイブ＝様々なデジタル情報資源を
収集・保存・提供する仕組み全体

標本・資料にとどまらないデジタル化
新しい切り口での活用の促進

2022年4月成立の博物館法改正において
デジタルアーカイブ構築が博物館の事業として明記



国の動きとして…

「デジタルアーカイブ活動」の
ガイドライン (2023.10) [CC BY]

デジタルアーカイブジャパン
推進委員会実務者検討委員会
による

https://jpsearch.go.jp/
ジャパンサーチの公開

「デジタルアーカイブ戦
略2026-2030」の策定に
向けた動き



で、なにをしないといけないの？



標本・資料画像（写真）の公開

• 展示されていない標本の一般に公開

• 研究成果を担保する証拠

• 外部チェックによるデータ正確性向上

• 新規ニーズの発掘

博物館における「デジタルアーカイブ」の基本

標本の「付加価値」をあげる



標本画像データベースの構成要素

• 検索結果でのサムネイル表示

• 標本レコードから関連画像へのリンク

• 画像とその関連情報の表示

https://db.kahaku.go.jp/webmuseum/col_a3_07/NSMT-I-L_21855
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S-Netがつなぐ世界

S-Netは自然史系標本データの
「つなぎ役」（アグリゲーター）

博物館博物館 博物館

S-Net
観測
データ

学術研究
データ

文化系
データ

地域
データ

生物多様性情報学
オープンサイエンス

文化施設など
デジタルアーカイブ

GBIF ジャパンサーチ



S-Netは、自然史系標本データの
「つなぎ役」として

標本画像公開へどう貢献できるか？



関係しているところでは…

海外・他分野など先行事例から学び
日本の（自然史系）博物館としての方針を議論したい

iDigBio (Integrated Digitized BioCollections)
アメリカの標本デジタル化・公開プロジェクト

https://www.tdwg.org/conferences/2024/https://www.idigbio.org/

SPNHC-TDWG 2024
沖縄で開催された自然史コレクションの保
全と生物多様性情報の国際合同学会



プログラム

• 諸注意・趣旨説明 神保宇嗣（国立科学博物館）

• デジタル拡張標本の動きと世界動向 佐久間大輔（大阪市立自然史博物館）

• SPNHC-TDWG現地参加レポート！世界の画像収集・活用の最前線

柿添翔太郎・太田藍乃（国立科学博物館）

• 文化財分野においていかにデータ公開を進めているか

高田祐一（奈良文化財研究所）

• 画像アーカイブで内部業務を効率化する 海老原淳（国立科学博物館）

• 画像を公開していくためには何が必要か：

– 学術情報流通における博物館の役割 大西亘（神奈川県立生命の星地球博物館）

– S-Netを利用した画像公開に向けた課題 神保宇嗣（国立科学博物館）

• パネルディスカッション

• 閉会挨拶
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